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（５）研究成果の概要（公開） 
蛋白質の液-液相分離（LLPS）は細胞内で膜のないオルガネラとして様々な形で重要な役割を果たして

いる。また、細胞内で蛋白質の液-液相分離（LLPS）を経由したアミロイド線維形成が起こることも観測

され、アミロイド線維と相分離との関係が注目を集めている。 

LLPS による液滴の形成は分子間で弱い相互作用のネットワークを形成することで達成していると予

測されているが、LLPS を対象とした NMR 測定はいまだ開拓段階にあり、超高磁場 NMR はこれらの相

互作用解析において効果的に力を発揮すると期待した。本研究では新規人工ペプチドによって誘導され

るペプチド-天然変性蛋白質の 2 成分系 LLPS の相互作用・ダイナミクスの解析を行った。 

特定の人工ペプチドを用いることで、1H-15N HSQC 測定や PRE 測定による LLPS 環境中の標的蛋白質

の相互作用解析が可能であることを示した。解析の結果、ペプチドは蛋白質の領域特異的に弱い相互作

用を形成することを明らかにした。さらに、R2 緩和測定によるダイナミクスの評価により、相互作用部

位で運動性が抑制されることを示した。また、ヒトプロテオームにおける LLPS データベースをもとに作

られた LLPS 予測アルゴリズムを用いたところ、LLPS 形成能が高いと予測される領域は相互作用解析に

よる結果とよく一致した。これらの結果からペプチドによる LLPS 誘導における主要なメカニズムを明

らかにすることに成功した。 
 


